




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































マ o ~ 
子。ト
1 0 1/ 
マ O ヱ
10 1 
ケ0 ト
~O な
トO る
の0 も
所。の
在。を
生
十
る
、r
」
は
注
目
す
J¥ ご
き
黒白
な
b 。
-・圃，-
然
ら
ば
斯
か
る
場
所
は
何
れ
に
あ
b
ゃ
、
従
前
倫
マ
子
l
T
1
ケ
Y
1
r
論
二
五
商
業
主
経
済
ニムハ
敦
の
外
世
界
何
、
れ
の
地
一
に
於
，
て
も
其
存
在
を
認
め
ら
れ
ぎ
る
が
如
し
、
事
賃
上
倫
敦
の
夫
れ
に
類
す
る
市
場
は
紐
育
に
も
伯
林
に
も
存
在
し
た
る
な
ら
ん
も
、
然
か
も
夫
れ
は
我
東
京
の
金
融
市
場
さ
稿
す
る
如
き
意
味
に
於
一
て
認
め
ら
れ
た
る
の
み
、
印
ち
庚
義
の
市
場
に
し
て
倫
教
固
有
の
も
の
さ
は
其
類
を
異
に
す
、
倫
敦
の
マ
子
1
マ
I
ケ
y
ト
な
る
も
の
は
彼
の
英
蘭
銀
行
を
中
vむ
さ
し
之
を
綾
園
す
る
各
種
銀
行
ピ
Y
プ
ロ
l
カ
l
株
式
仲
良
等
の
活
動
す
る
範
固
に
し
て
一
定
の
区
劃
し
符
ぺ
き
地
域
を
一
エ
ふ
、
印
ち
是
等
の
機
関
に
よ
b
或
資
金
の
流
轄
す
る
商
業
上
の
範
図
は
臆
て
地
理
上
の
区
域
ざ
な
り
設
に
自
然
の
す
1
.
ク
Y
を
形
造
れ
る
が
如
し
、
而
し
て
倫
敦
に
於
て
濁
り
斯
の
如
き
市
場
の
存
在
す
る
所
以
を
仔
細
に
攻
究
す
る
ご
さ
は
其
原
因
甚
だ
多
き
も
.
大
陸
に
於
て
世
界
の
資
金
が
倫
敦
に
集
ま
り
各
銀
行
が
些
宮
な
る
預
金
を
有
す
る
こ
さ
其
主
因
た
hJ
、
欧
洲
大
戦
前
倫
敦
は
金
の
自
由
市
場
た
り
し
は
周
知
の
事
買
に
し
て
蕊
に
資
金
を
有
す
る
も
の
は
必
要
に
応
じ
何
時
に
で
も
之
を
金
貨
に
引
換
へ
得
し
こ
さ
は
倫
敦
を
し
て
極
め
て
便
利
に
し
て
安
全
な
る
資
金
の
供
託
所
た
ら
し
め
た
り
加
之
倫
敦
挑
手
形
は
世
界
到
る
庭
に
流
通
し
.
日
本
よ
b
輸
出
す
る
生
糸
の
代
金
も
南
米
よ
り
合
血
帰
国
に
聡
入
す
る
吻
珠
の
荷
怨
替
も
倫
敦
手
形
を
以
て
決
済
せ
ら
れ
、
出
切
手
形
は
所
訪
イ
シ
タ
1
ナ
ジ
ヨ
ナ
Y
カ
レ
ン
ジ
!
の
資
格
を
有
せ
し
乙
之
、
従
て
此
手
形
の
仕
ー
梯
資
金
一
か
倫
敦
に
集
ま
り
し
は
敢
て
多
言
な
要
せ
宇
、
或
は
又
倫
敦
の
株
式
取
引
所
は
世
界
の
株
式
市
場
に
し
て
此
所
に
取
引
せ
ら
る
、
閤
際
詮
券
の
そ
'
側
代
金
は
砂
手
形
の
需
要
を
生
じ
各
闘
の
資
本
家
商
人
を
し
て
常
に
倫
敦
に
資
金
ケ
供
託
せ
し
め
た
り
、
斯
く
て
倫
敦
は
世
界
の
手
形
決
済
所
ざ
な
り
滋
に
集
中
す
る
手
形
は
直
ち
に
貢
頁
せ
ら
れ
資
金
化
せ
ら
る
、
此
手
形
資
金
化
作
用
は
倫
敦
の
専
貢
に
し
て
マ
子
!
?
!
ケ
y
ト
な
る
特
殊
の
市
場
存
在
す
る
が
結
局
め
な
り
。
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
マ
子
!
?
l
ケ
y
ト
の
流
通
資
金
如
上
世
界
の
各
地
よ
り
流
入
す
る
資
金
が
如
何
な
る
方
而
に
投
資
せ
ら
れ
如
何
な
る
子
絞
に
ρ
よ
り
運
用
せ
ら
る
〉
や
は
銀
行
賞
務
上
興
味
あ
る
問
題
な
る
も
、
滋
に
は
マ
子
I
マ
!
ケ
y
ト
じ
流
通
す
る
資
金
は
如
何
な
る
種
類
の
も
の
な
る
や
か
国
論
究
せ
ん
さ
す
‘
こ
れ
後
に
述
ぷ
る
彪
の
銀
行
利
率
「
バ
ン
ク
、
レ
ヱ
1
ト
」
ご
市
場
利
率
「
マ
1
ケ
グ
ト
、
レ
ヱ
1
ト
」
の
匹
別
を
明
か
に
す
る
の
前
提
に
し
て
、
世
の
挙
者
中
往
々
市
場
利
率
・
の
立
義
を
説
ま
右
者
あ
る
は
北
(
由
っ
て
生
十
る
市
場
資
金
の
何
物
な
る
や
を
究
め
ざ
る
に
由
る
も
の
な
れ
ば
併
せ
て
其
説
b
h
T
解
か
ん
魚
め
な
b
倫
敦
の
銀
行
は
所
謂
預
金
銀
行
に
し
て
其
運
用
資
本
は
多
く
蛍
座
預
金
通
知
預
金
定
期
預
金
等
よ
り
成
り
其
大
部
分
を
符
怠
先
に
貸
付
す
、
此
貸
付
金
は
得
立
先
の
信
用
紋
態
若
く
は
捨
保
ロ
仰
の
債
格
に
愛
マ
子
1
マ
1
ケ
内
ノ
ト
論
七
間
栄
之
恒
例
二
八
動
な
き
限
り
は
銀
行
の
都
合
じ
よ
り
岡
牧
せ
ざ
る
慣
例
な
れ
ば
弱
々
固
定
的
の
性
質
を
帯
ペ
而
し
て
疏
令
一
の
仕
挑
に
到
し
て
仙
ふ
る
準
備
金
は
一
一
部
以
英
間
銀
行
の
預
ケ
金
三
し
部
は
手
詐
に
保
存
す
、
英
間
銀
行
預
会
は
無
利
子
に
し
て
手
許
金
は
金
庫
に
死
滅
す
る
も
の
な
れ
ば
何
れ
も
銀
行
の
遊
資
た
る
に
於
て
は
相
同
じ
、
此
遊
資
は
其
額
の
多
き
程
銀
行
の
利
盆
を
少
な
か
ら
し
む
る
や
一
一
一
-u
を
侯
た
子
、
況
ん
や
逸
知
預
金
定
期
預
金
は
利
付
預
金
に
し
て
、
門
前
底
部
会
の
如
き
も
無
利
子
を
原
則
ざ
す
る
営
業
政
策
上
残
高
に
よ
り
で
は
多
少
の
利
子
を
附
す
る
も
の
あ
れ
応
、
之
に
お
す
る
'
利
抑
の
損
失
を
免
れ
、
ざ
る
が
故
に
成
る
ぺ
く
遊
資
の
丑
を
減
歩
る
の
方
策
.
を
議
也
、
ざ
る
可
か
ら
で
滋
に
.
於
て
乎
準
備
金
の
運
用
を
・
如
何
に
す
べ
き
や
の
問
題
を
生
子
、
之
を
定
期
の
割
引
貸
付
に
運
用
せ
ん
か
、
こ
れ
流
動
的
資
本
を
固
定
す
る
も
の
に
し
て
極
め
て
胃
険
の
業
た
b
、
若
し
此
危
険
佐
胃
す
こ
さ
な
く
仮
令
低
利
に
で
も
必
要
に
応
じ
直
ち
に
同
股
し
得
べ
き
方
治
に
て
運
用
す
る
の
途
あ
ら
ば
、
銀
行
に
取
り
一
準
爾
得
の
策
な
b
。
恰
か
も
銀
行
の
此
要
求
を
充
た
す
べ
く
市
場
に
ピ
Y
プ
ロ
l
カ
!
な
る
も
の
あ
り
、
彼
等
は
銀
行
よ
り
コ
I
Y
マ
子
ー
を
借
入
れ
之
を
手
形
民
入
の
資
金
に
運
用
す
、
コ
I
Y
マ
子
ー
は
要
求
梯
に
し
て
其
資
金
化
の
放
カ
英
蘭
銀
行
の
預
金
に
次
ぎ
、
銀
行
は
之
に
勤
し
ロ
y
y
Y
一
公
債
や
バ
γ
グ
ピ
Y
の
如
き
第
一
流
手
形
を
携
保
ご
し
て
徴
す
る
が
故
に
某
確
買
な
る
結
よ
り
見
る
も
準
備
金
ざ
し
、
て
は
依
頼
す
る
ケ
得
可
し
、
マ
子
!
?
1
ケ
y
ト
に
流
通
す
る
資
金
の
大
部
分
は
印
も
こ
の
コ
I
Y
マ
子
ー
よ
り
成
り
、
英
出
所
は
銀
行
の
準
備
金
な
り
、
換
言
す
れ
ば
銀
行
の
普
通
の
割
引
貸
付
に
運
用
し
た
る
残
部
サ
1
プ
ラ
兄
、
プ
ア
此
剰
徐
金
が
ピ
Y
プ
ロ
1
カ
!
な
る
金
融
機
関
を
通
じ
て
市
場
に
出
づ
る
も
の
な
り
、
夏
ら
y
v
に
し
て
に
貸
出
し
の
方
面
よ
り
之
を
見
る
に
英
図
の
銀
行
が
其
資
金
の
大
部
分
を
得
意
先
に
貸
付
け
、
英
残
徐
を
得
意
先
以
外
の
者
に
融
逸
す
る
こ
さ
は
放
資
の
一
般
方
針
に
し
て
米
国
銀
行
の
執
る
彪
の
方
針
さ
某
執
を
一
仁
す
、
此
得
意
先
以
外
、
の
者
に
謝
す
る
貸
付
は
其
内
株
式
仲
買
等
に
融
通
す
る
短
期
貸
付
佐
合
む
も
其
大
部
分
は
前
記
ピ
Y
プ
ロ
1
カ
1
に
劃
す
る
コ
l
y
w
l
y
に
該
蛍
す
、
却
も
此
貸
出
資
金
は
其
量
に
於
て
は
会
慌
の
運
用
資
本
じ
比
す
れ
ば
極
め
て
少
額
な
る
べ
く
、
其
質
に
於
て
は
要
求
沸
若
く
は
極
め
て
短
期
に
し
て
銀
行
の
手
許
金
の
繁
閑
に
よ
b
伸
縮
増
減
す
べ
き
流
動
性
の
も
の
た
る
や
明
か
な
り
。
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
四
マ
子
1
マ
1
ケ
y
ト
ご
ピ
Y
プ
ロ
1
カ
1
市
場
に
流
通
す
る
資
金
の
性
質
夫
れ
斯
の
如
し
此
資
金
は
本
来
銀
行
の
庫
中
に
寝
か
し
置
く
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
如
何
に
低
利
に
で
も
之
を
運
用
す
る
を
得
策
ざ
す
、
こ
れ
市
場
じ
於
て
常
に
低
利
資
金
を
求
め
つ
¥
み
あ
る
マ
子
1
司
、
1
ん
y
y
F
諭
二
九
商
業
さ
経
済
O 
ピ
Y
プ
官
1
カ
!
の
時
が
す
べ
き
黙
に
し
て
、
彼
等
は
英
運
用
す
る
ゴ
I
Y
マ
子
ー
が
低
利
な
る
程
管
業
上
有
利
の
位
地
に
あ
る
や
言
を
倹
た
子
、
而
し
て
彼
等
の
内
に
は
手
形
責
買
の
仲
次
ぎ
を
業
ご
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
プ
官
!
カ
1
あ
る
も
其
多
く
は
買
力
あ
り
信
用
あ
る
商
人
に
し
て
自
己
の
計
算
を
以
て
割
引
業
を
鋒
む
も
の
な
り
、
其
大
な
る
も
の
に
至
つ
て
は
デ
ス
カ
ク
ン
ト
、
ρ
ク
ス
ご
騰
し
英
大
の
資
力
を
有
す
る
者
あ
れ
ば
、
銀
行
が
彼
等
に
依
頼
、
し
遊
資
の
利
用
を
計
る
は
、
一
宮
に
笹
利
上
得
策
な
る
の
み
な
ら
十
手
形
史
民
上
の
y
ス
ク
な
彼
等
に
轄
嫁
し
得
る
の
利
益
あ
り
、
斯
く
て
銀
行
さ
ピ
Y
プ
官
1
カ
ー
さ
は
相
互
共
済
の
関
係
を
維
持
し
マ
子
!
?
1
グ
y
ト
の
存
在
す
る
問
は
捻
ら
ざ
る
可
し
、
而
し
て
財
界
平
穏
の
時
に
於
て
は
プ
ロ
I
カ
ー
は
慣
に
銀
行
間
を
紐
け
廻
は
り
て
最
も
有
利
の
傑
件
を
選
ん
で
取
引
す
る
が
故
に
、
自
然
に
銀
行
間
の
競
争
を
惹
起
し
市
場
の
金
利
を
低
下
す
る
の
傾
向
あ
る
も
.
一
朝
経
済
界
に
援
勤
を
生
じ
金
融
逼
迫
す
る
さ
き
は
銀
行
は
一
一
滑
に
プ
官
1
カ
1
に
融
通
せ
る
コ
1
y
e
T
岡
牧
し
同
時
に
貸
出
し
の
門
戸
を
防
づ
る
を
以
て
、
彼
等
は
一
方
に
は
融
通
の
資
金
な
奪
は
れ
、
他
方
に
は
新
規
の
糧
道
を
絶
た
る
〉
こ
さ
〉
な
り
所
謂
板
挟
み
の
窮
地
に
陥
る
可
し
。
援
に
於
て
か
彼
等
は
英
南
側
銀
行
に
至
り
救
を
求
む
右
の
外
な
く
、
業
所
有
の
手
形
や
有
償
詮
県
伊
を
提
供
し
て
融
惑
を
求
め
之
そ
以
て
コ
I
Y
7
子
1
の
同
放
に
底
じ
又
新
規
手
形
の
向
只
入
に
充
つ
、
去
れ
ば
マ
子
1
マ
1
ケ
y
ト
に
流
通
す
る
短
期
資
金
「
ジ
ヨ
l
ト
ロ
1
Y
7
ァ
ン
ド
一
は
平
素
に
於
て
は
各
銀
行
の
準
備
金
よ
り
成
る
も
金
融
一
過
迫
の
際
に
は
中
央
銀
行
の
救
済
資
金
主
以
て
之
に
代
ふ
、
然
し
て
其
中
間
に
立
っ
て
之
れ
が
操
縦
を
魚
す
者
は
ピ
Y
プ
ロ
!
カ
l
に
し
て
、
彼
等
は
マ
子
!
?
l
ケ
y
ト
に
於
て
快
く
可
か
ら
ざ
る
役
者
な
り
。
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
マ
子
!
?
!
ケ
グ
ト
さ
銀
行
五
若
し
倫
敦
に
マ
子
!
?
I
ケ
y
ト
な
か
り
せ
ば
各
銀
行
は
資
金
の
運
用
上
如
何
な
る
態
度
を
取
る
可
き
や
、
思
ふ
に
各
自
十
分
の
準
備
金
を
擁
し
常
に
預
金
の
仕
拐
に
応
じ
得
ぺ
き
自
衛
の
策
を
執
る
か
、
然
ら
十
ん
ば
準
備
金
の
全
部
を
泉
げ
て
之
宇
佐
運
用
し
一
朝
事
あ
る
場
合
に
は
直
ち
に
中
央
銀
行
に
奔
h
ノ
て
救
を
求
む
る
か
此
二
途
ゐ
る
の
み
、
然
る
に
倫
敦
銀
行
は
中
央
銀
行
に
依
頼
す
る
を
欲
せ
子
、
仮
令
資
金
繰
乏
を
告
ぐ
る
も
決
し
て
融
通
を
求
め
子
、
然
か
も
其
手
許
準
備
金
は
他
闘
の
夫
れ
よ
り
も
・
比
較
的
少
額
に
し
て
宅
も
不
安
を
戚
性
ゴ
る
は
何
ぞ
や
、
こ
，
れ
マ
子
!
?
l
ケ
y
ト
の
存
在
す
る
が
結
局
な
b
、マ
子
I
マ
l
ケ
y
ト
に
放
出
せ
る
資
金
は
必
要
に
一
応
じ
引
上
げ
得
ぺ
き
コ
Y
ロ
i
ン
若
く
は
ジ
ヨ
1
ト
ィ
i
ン
に
し
て
英
蘭
銀
行
預
金
に
次
い
で
依
頼
し
得
可
き
所
謂
第
二
防
剣
山
交
合
な
れ
ば
な
b
、
比
資
金
は
一
面
に
於
て
準
備
金
の
働
き
を
粂
ぬ
る
も
の
な
マ
子
l
マ
ー
か
J
Y
ト一
一山
商
業
さ
経
済
れ
ば
性
質
上
低
利
に
運
用
す
べ
き
も
の
た
る
や
前
に
述
ぷ
る
彪
の
如
し
、
而
し
て
市
場
の
資
金
低
利
な
る
は
手
形
を
呼
び
之
を
資
金
化
す
る
じ
利
あ
り
、
手
形
は
低
利
市
場
に
集
る
こ
さ
備
資
金
の
高
利
市
場
に
赴
く
が
如
し
、
戦
前
世
界
の
手
形
が
倫
敦
に
集
ま
り
し
は
一
は
叱
低
利
資
金
の
恵
津
に
治
せ
ん
が
結
局
め
な
り
、
試
み
じ
之
を
紐
育
市
場
に
比
す
る
に
我
闘
の
生
糸
手
形
を
直
接
同
地
に
送
付
し
た
b
芝
せ
ん
、
此
所
に
は
低
利
市
場
な
さ
を
以
て
之
を
資
金
化
せ
ん
に
は
普
通
の
銀
行
に
於
て
割
引
に
附
す
る
外
な
く
、
銀
行
も
之
を
市
場
に
特
貰
す
る
の
使
な
き
に
於
て
は
自
然
斯
か
る
手
形
の
頁
持
多
〈
夫
丈
け
資
金
を
固
定
す
る
事
ざ
な
り
、
或
は
之
を
拒
絶
す
る
や
も
知
れ
子
、
去
れ
ば
日
本
の
銀
行
は
寧
ろ
此
生
糸
手
形
を
倫
敦
に
返
り
て
市
場
じ
寅
出
し
低
利
に
て
資
金
化
す
る
の
手
段
を
採
る
可
し
、
然
し
て
此
手
形
の
最
後
の
義
務
者
九
る
紐
育
の
聡
入
商
は
英
仕
梯
資
金
を
倫
敦
ヘ
送
金
す
ペ
け
れ
ば
、
銀
行
の
マ
子
1
マ
ー
ケ
y
ト
に
放
出
し
た
る
資
金
は
手
形
民
入
の
匁
め
一
旦
消
化
さ
る
〉
も
絶
ヘ
十
海
外
の
送
金
者
に
よ
り
補
充
せ
ら
れ
直
接
間
接
に
銀
行
を
経
由
し
て
再
び
市
場
に
循
‘
環
す
ぺ
し
。
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
マ
子
1
マ
1
ケ
y
ト
ご
手
形
引
受
業
ー晶a，、
マ
予
!
?
1
ケ
y
ト
の
研
究
に
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
要
素
は
手
形
引
受
業
な
り
、
元
来
手
形
割
引
の
-
』
ざ
た
る
手
形
関
係
の
信
用
に
、
基
づ
く
も
の
じ
し
て
、
信
用
明
か
な
ら
ざ
る
手
形
は
高
率
な
る
割
引
料
を
課
せ
ら
る
、
か
或
は
全
く
割
引
を
括
経
せ
ら
る
〉
や
も
知
れ
子
、
倫
敦
市
場
に
は
世
界
の
各
地
に
振
出
さ
れ
た
る
商
業
手
形
あ
り
金
融
手
形
あ
り
、
若
し
英
手
形
の
振
出
人
仕
協
人
等
の
信
用
如
何
を
知
る
の
必
要
あ
り
其
信
用
却
の
程
度
に
よ
b
割
引
の
可
否
を
決
す
る
も
の
さ
せ
ば
、
手
形
の
大
竿
は
流
通
カ
を
失
ふ
に
至
る
べ
し
.
何
さ
な
れ
ば
倫
敦
市
場
に
て
海
.
外
に
於
け
る
手
形
振
出
入
の
信
用
を
知
る
こ
さ
極
め
て
困
難
の
こ
さ
な
れ
ば
な
り
、
然
る
に
市
場
の
手
形
は
其
信
用
に
関
し
て
は
殆
ん
ぜ
絶
調
的
の
も
の
さ
見
倣
さ
る
k
h
は
何
れ
も
引
受
業
者
の
極
印
付
の
手
形
に
し
て
バ
γ
ク
ピ
Y
ざ
し
て
知
ら
る
k
A
第
一
流
手
形
な
れ
ば
な
り
、
倫
敦
銀
行
の
営
業
報
告
中
ロ
l
γ
、
エ
シ
ト
ょ
ア
ス
カ
ク
Y
ト
、
ア
ツ
カ
ク
ン
ト
「
貸
付
及
割
引
勘
定
」
は
普
通
の
貸
付
商
業
手
形
の
買
入
及
株
式
仲
良
等
じ
融
通
す
る
短
期
貸
付
等
を
合
む
も
市
場
に
放
出
す
る
コ
ノレ
ロ
ー
ン
は
之
に
算
入
せ
十
し
て
キ
ヤ
y
ジ
ア
ツ
カ
ク
ン
ト
「
現
金
勘
定
」
に
計
上
す
る
が
如
し
、
思
ふ
に
此
貸
金
は
必
要
に
応
じ
岡
敬
し
得
ぺ
き
性
質
の
も
の
な
れ
ば
手
許
現
金
さ
同
様
に
見
倣
し
た
る
な
ら
ん
も
、
此
貸
金
の
擦
係
じ
用
ふ
る
も
の
は
大
部
分
前
記
の
バ
ン
ク
ピ
Y
に
し
て
極
め
て
確
貫
性
を
有
す
る
こ
さ
に
b
依
る
な
ら
ん
、
斯
の
如
く
バ
シ
ク
ピ
y
の
信
用
高
き
は
引
交
業
者
の
保
詮
に
基
づ
き
市
場
に
於
け
る
資
金
の
消
化
カ
は
手
形
の
信
用
さ
相
侯
っ
て
初
め
て
現
は
る
、
も
の
な
れ
ば
、
マ
子
1
マ
l
ケ
グ
ト
の
活
動
を
助
く
る
原
動
力
は
手
三一一
マ
子
l
マ
1
ケ
グ
ト
出
瑚
商
業
主
経
済
四
形
引
受
業
者
に
あ
り
さ
云
ふ
べ
し
。
設
に
抑
か
手
形
引
受
業
者
に
就
き
述
ぷ
る
所
ゐ
ら
ん
、
彼
等
は
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
、
バ
シ
カ
I
さ
材
料
す
る
金
融
界
の
所
諒
貴
族
を
以
て
目
せ
ら
る
〉
者
な
り
、
英
土
日
の
生
立
は
貿
易
商
に
し
て
同
業
者
の
潟
め
輸
入
手
形
を
引
受
た
る
に
基
図
し
、
漸
次
業
業
務
を
披
張
し
、
今
や
世
界
の
各
地
に
ヱ
1
ゼ
ン
ト
を
有
し
絶
大
の
信
用
さ
最
新
正
確
な
る
イ
シ
ブ
す
1
メ
1
ジ
ョ
ン
の
下
に
海
外
取
引
先
の
振
出
し
た
る
手
形
の
引
受
を
業
ざ
す
る
者
な
り
、
抑
も
手
形
引
受
の
事
た
る
信
用
の
貸
輿
に
し
て
躍
に
手
形
面
に
引
受
の
署
名
ぞ
匁
す
の
み
、
信
用
大
な
る
引
受
業
者
の
ナ
イ
Y
ゐ
る
手
形
は
バ
ン
グ
ピ
Y
ざ
し
て
割
引
市
場
に
て
最
好
伐
件
を
適
用
せ
ら
る
》
も
の
な
れ
ば
倫
敦
市
場
に
て
手
形
を
資
金
化
せ
ん
さ
す
る
者
は
引
受
手
数
料
「
ア
ク
セ
プ
シ
ミ
y
ジ
ョ
ン
」
を
仕
抑
ふ
も
、
彼
等
の
引
受
を
得
る
を
得
策
ざ
す
、
斯
く
て
彼
等
は
唯
芸
名
義
な
貸
興
す
る
・
』
さ
に
よ
り
利
盆
を
股
む
る
も
の
な
り
、
尤
も
此
業
務
の
二
回
に
は
タ
ン
ス
、
コ
危
険
の
存
在
す
る
こ
さ
は
夙
に
識
者
の
愛
た
る
庭
に
し
て
、
這
般
欧
洲
大
戦
の
際
痛
切
に
詮
挨
立
ら
れ
、
政
府
は
苓
常
手
段
を
議
じ
て
之
を
救
済
し
た
る
も
、
卒
案
事
な
き
の
日
は
仮
令
英
資
力
に
超
過
し
て
引
受
を
魚
す
事
あ
る
も
、
手
形
の
仕
拠
資
金
は
期
日
前
に
お
外
の
依
頼
人
よ
り
送
金
し
水
ゆ
る
を
以
て
其
仕
挽
は
極
め
て
確
買
の
も
の
さ
せ
ら
れ
た
b
、
彼
等
は
斯
く
し
"i，-
て
自
己
の
資
本
を
用
ゐ
歩
、
唯
其
無
形
の
信
用
を
利
用
す
る
こ
さ
に
よ
り
莫
大
の
牧
入
を
得
る
も
の
な
.
れ
ば
グ
V
ヂ
y
ト
メ
ー
カ
ー
た
る
銀
行
が
之
を
傍
観
し
居
る
筈
な
く
、
何
時
し
か
比
業
務
に
着
手
し
て
彼
等
の
領
分
を
侵
す
に
至
h
J
し
か
ば
兎
角
の
非
難
を
家
り
し
も
之
に
関
せ
子
着
々
立
(
手
を
援
げ
し
た
め
戦
前
に
於
け
る
倫
敦
銀
行
の
引
受
高
は
驚
く
ぺ
き
E
額
に
達
し
た
り
。
然
る
に
戦
時
図
際
金
融
上
に
於
け
る
英
図
の
地
位
は
甚
だ
し
く
低
下
し
、
調
外
結
局
替
の
関
係
上
砂
手
形
の
流
通
カ
大
に
減
じ
た
る
時
に
静
岡
、
り
、
世
界
の
全
力
は
米
園
に
集
中
し
弗
貨
は
図
際
金
融
上
俊
逸
の
地
位
を
占
な
る
に
至
り
た
る
に
恰
か
も
同
園
の
銀
.
行
制
度
の
改
革
は
一
見
ら
に
此
地
位
を
向
上
せ
し
む
る
動
機
ご
な
b
新
た
に
手
形
引
受
制
度
を
設
け
聯
邦
準
備
俊
例
に
於
て
ツ
ν
l
ド
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
商
業
手
形
の
引
受
を
奨
厨
し
特
別
の
便
宜
を
奥
ふ
る
に
至
り
し
か
ば
、
従
前
信
託
舎
一
枇
外
図
銀
行
等
の
手
に
委
し
て
顧
み
ぎ
b
し
斯
業
は
長
足
の
進
歩
h
k
結
局
し
た
り
。
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
マ
子
1
マ
1
ケ
y
ト
の
利
率
七
こ
れ
は
マ
I
ケ
y
ト
V
1
ト
さ
裕
す
る
も
の
に
し
て
英
一
開
銀
行
の
一
公
定
利
率
「
バ
ジ
ク
レ
ー
ト
」
よ
b
低
き
を
常
ざ
す
、
市
場
利
率
の
銀
行
利
率
よ
り
低
き
は
静
岡
然
の
事
に
し
て
、
前
に
通
ぶ
る
如
く
市
場
資
金
は
所
謂
ジ
ヨ
1
ト、ロ
l
y
、フ
マ
子
1
マ
1
ケ
市
/
ト
一
一
刷
五
商
業
さ
経
済
..L・
ノ、
ア
y
ド
に
し
て
業
出
所
は
銀
行
の
剰
徐
金
な
れ
ば
な
り
、
然
る
じ
世
間
往
々
市
場
利
率
を
以
一
般
利
率
の
如
く
解
す
る
者
あ
り
、
或
亭
者
は
我
図
の
金
利
は
倫
敦
の
夫
さ
は
反
割
に
し
てて
日
本
銀
行
の
↓
公
定
利
率
は
常
に
市
場
利
率
よ
り
低
く
、
業
問
に
相
蛍
の
利
開
き
あ
り
、
然
か
一
般
銀
行
が
日
本
銀
行
に
依
頼
し
鞘
取
営
業
を
以
て
満
足
す
る
所
以
な
り
さ
稀
す
、
此
設
は
我
図
の
一
般
銀
行
の
貸
付
割
引
歩
合
を
以
て
市
場
金
利
さ
同
一
規
し
も
之
を
以
て
我
図
の
た
る
な
り
、
我
固
に
は
マ
予
!
?
1
ケ
y
ト
な
る
も
の
な
け
れ
ば
市
場
利
率
の
あ
る
べ
き
筈
な
し
、
従
て
倫
敦
の
夫
れ
に
比
し
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
例
ご
し
て
引
用
す
る
は
見
蛍
迷
な
り
、
或
博
士
は
倫
敦
の
市
場
利
率
の
銀
行
利
率
よ
り
低
き
は
市
場
に
て
割
引
せ
ら
る
》
手
形
は
銀
行
手
形
さ
最
優
等
商
業
手
形
な
る
も
英
蘭
銀
行
が
↓
公
定
利
率
じ
て
割
引
す
る
手
形
は
必
子
し
も
最
優
等
の
も
の
に
限
ら
子
普
通
善
良
な
る
手
形
に
て
成
規
の
俊
件
に
趨
合
す
る
も
の
な
り
、
印
も
市
場
の
手
形
ご
英
関
銀
行
の
取
扱
ふ
手
形
さ
は
其
品
質
問
じ
か
ら
5
る
に
依
る
さ
説
明
せ
り
、
此
設
は
手
形
の
個
人
的
関
係
印
ち
信
用
程
度
に
よ
b
割
引
歩
合
を
異
に
す
ご
6う
云
ふ
に
同
じ
、
手
形
関
係
者
の
信
用
'
如
何
に
よ
b
割
引
歩
合
を
異
に
す
る
は
割
引
貸
に
於
け
る
通
則
に
し
て
此
逸
郎
は
凡
て
の
場
合
に
遮
用
せ
ら
る
ぺ
く
、
普
通
銀
行
さ
英
蘭
銀
行
さ
に
よ
り
異
な
る
べ
き
筈
な
し
、
然
か
も
事
賃
上
英
蘭
銀
行
は
第
一
流
手
形
に
劃
し
で
も
会
定
利
恋
一
・
を
標
準
芭
す
る
所
以
は
資
金
関
係
に
於
て
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
、
郎
も
英
蘭
銀
行
の
一
公
定
利
率
は
同
行
が
普
通
の
割
引
貸
に
適
用
す
る
利
率
に
し
て
、
市
場
利
率
は
コ
l
y
貸
又
は
短
期
貸
の
金
利
な
り
、
此
短
期
資
金
が
普
通
の
割
引
貸
に
向
け
ら
る
、
場
合
は
英
蘭
銀
行
会
・
定
利
率
若
く
ば
夫
以
上
な
ら
、
ざ
る
可
か
ら
子
、
換
言
す
れ
ば
普
通
銀
行
の
マ
子
!
?
l
ケ
ク
ト
に
貸
出
す
利
選
・
は
極
め
て
低
き
も
、
此
の
低
利
資
金
が
ピ
Y
プ
ロ
1
カ
l
等
を
通
じ
て
割
引
貸
に
運
用
せ
ら
る
〉
場
合
は
夫
れ
以
上
な
る
を
例
ざ
す
、
特
に
普
通
銀
行
が
式
得
意
先
又
は
一
般
顧
客
に
謝
し
て
融
通
す
る
歩
合
は
常
に
英
蘭
銀
行
↓
公
定
利
恋
?
?
標
準
ざ
し
夫
れ
ご
同
率
か
若
く
は
夫
以
上
な
る
は
疑
を
容
れ
子
、
去
れ
ば
マ
I
ケ
y
ト
、
レ
l
ト
な
る
も
の
は
特
殊
の
資
金
が
特
殊
の
俊
件
に
て
取
引
さ
る
〉
場
合
の
利
率
に
し
て
一
般
の
金
利
さ
は
其
性
質
問
じ
か
ら
ざ
る
や
明
か
な
b
。
而
し
て
マ
1
ケ
y
ト、レ
1
ト
は
普
通
の
割
引
歩
合
さ
蓮
ひ
愛
動
甚
だ
し
く
、
日
々
の
紙
上
に
現
は
る
〉
如
く
時
々
乱
高
下
あ
り
、
勿
論
金
利
の
高
低
は
金
融
の
大
勢
に
よ
り
支
配
せ
ら
る
〉
も
市
場
利
率
を
勤
か
す
直
接
の
原
因
は
銀
行
の
準
備
金
さ
資
金
化
せ
ん
さ
す
る
手
形
の
豊
凶
日
疋
な
b
、
銀
行
の
準
備
金
徐
り
あ
る
さ
き
は
各
銀
行
は
之
を
市
場
に
持
出
し
て
利
用
す
べ
け
れ
ば
自
然
市
場
利
率
を
引
下
ぐ
る
も
、
資
金
化
せ
ん
さ
す
る
手
形
の
数
量
の
み
増
加
し
て
之
に
充
つ
べ
き
銀
行
の
流
通
資
金
増
加
せ
ざ
る
に
於
て
は
ピ
Y
プ
ロ
1
カ
1
等
の
競
マ
子
I
T
l
hツ
W
J
ト
鵠
脚
七
商
業
主
経
済
八
争
を
惹
起
し
市
場
利
率
を
騰
貴
す
、
去
れ
ば
市
場
利
率
は
此
二
者
の
関
係
に
よ
り
左
右
せ
ら
れ
中
央
銀
行
の
公
定
利
率
さ
は
浅
交
渉
の
観
あ
り
、
然
り
財
界
の
常
態
仁
あ
り
で
は
其
問
の
関
係
甚
だ
務
き
も
一
朝
金
融
逼
迫
し
て
各
銀
行
が
市
場
に
放
下
せ
る
資
金
ケ
引
上
ぐ
る
さ
き
は
中
央
銀
行
は
市
場
救
済
の
ゑ
め
其
資
金
ぞ
繰
出
す
ぺ
く
徐
義
な
く
せ
ら
る
、
此
時
こ
そ
英
関
銀
行
が
宜
(
↓
公
定
利
悲
一
・
を
以
て
市
場
合
支
配
す
る
の
時
に
し
て
市
場
利
率
は
公
定
利
率
さ
同
一
若
く
は
夫
以
上
に
達
す
る
こ
さ
あ
り
。
以
上
マ
子
1
マ
1
ケ
y
ト
に
関
す
る
所
見
の
概
要
を
論
述
せ
り
、
倫
敦
さ
云
ふ
世
界
の
金
融
中
心
市
場
た
る
特
殊
の
地
位
の
産
み
出
し
た
る
マ
子
!
マ
1
ケ
y
ト
は
此
特
殊
の
地
位
そ
れ
に
依
っ
て
金
融
の
覇
権
を
握
り
た
る
倫
敦
の
一
大
老
舗
の
背
景
さ
も
見
ゆ
、
此
貴
さ
き
暖
簾
の
倫
敦
に
固
定
す
る
問
は
マ
子
I
マ
1
ケ
w
J
ト
は
常
に
繁
昌
し
て
総
ら
ざ
る
べ
き
も
這
般
欧
洲
の
大
戦
は
倫
敦
の
金
権
上
の
勢
力
を
根
祇
よ
b
減
し
た
り
、
比
時
に
賞
、
9
紐
育
は
米
図
の
図
力
後
辰
吉
共
に
周
際
金
融
上
俊
逸
の
地
を
占
む
る
に
至
b
た
れ
ば
倫
敦
の
株
を
大
西
洋
の
彼
岸
に
移
さ
ん
さ
て
番
策
至
ら
ざ
る
な
し
、
今
後
倫
敦
の
図
際
金
融
上
の
勢
カ
如
何
、
従
っ
て
マ
子
1
マ
ー
ク
久
ト
は
如
何
な
る
愛
化
を
賂
来
す
る
や
、
紐
育
じ
於
て
倫
敦
の
夫
・
れ
に
恰
嘗
す
る
マ
子
1
マ
I
ケ
y
ト
の
実
現
を
見
る
べ
き
や
は
頗
る
興
味
あ
る
問
題
な
り
ざ
す
。
